
数字にみるわがまち（平成27年9月30日現在）

（　）は、前年同月比数

（人口）合計････････4,252人	（－126）
　　　　 男･･････････1,913人	 （－68）
　　　　 女･･････････2,339人	 （－58）
年少［15歳未満］･････　199人	 （－9）	 4.68％
老年［65歳以上］･････2,354人	 （－33）	55.36％
世帯数････････････2,433世帯	 （－36）

大豊町

広報ゆとりすと
平
成
27
年11

10月14日　おおとよ小学校間伐体験学習

百
年
の
森
づ
く
り
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第145号
平成27年7月臨時会
平成27年9月定例会

発行日／平成 27 年 10 月 31 日

責任者　議会議長　佐藤 德治
編　集　議会広報編集特別委員会
事務局　大豊町高須 231
電　話　0887 － 72 － 0450

第460回（平成27年7月）臨時会

第461回（平成27年9月）定例会

　７月29日開会、会期は１日間、一般会計補正予算（第３回）、27 第４－１号西庵谷地区簡易給水施
設整備工事請負契約を可決し閉会した。

　９月10日開会、９月18日までの９日間の会期、町長提出の平成 27 年度補正予算、平成 26 年度決
算認定、条例など６件を可決、教育委員の任命、人権擁護委員の推薦、継続審査・調査付託を決
定の上、閉会した。

第461回

平成27年9月定例会

主な使いみち（一般会計歳出）
　地籍調査事業委託料3,059万7千円の減額。自立支援医療給付費600万円の増額。簡易給水施設整備事業
3,000万円の増額。森林資源活用中期的構想策定委託料1,000万円を計上。研修施設改修工事費835万5千円
の増額。地域おこし協力隊起業支援補助金100万円の増額。生活道開設補助金200万円及び町道舗装用生コンク
リート支給原材料費245万円の増額。消防サイレン移設工事112万4千円を計上。退職団員報償費80万8千円の
増額。大豊町中学校屋内運動場屋根改修工事費1,958万9千円を計上。公共土木施設災害復旧費6,779万5千円
の増額。公債費、借換えに伴う元金償還金5億8,950万円を計上。災害の増破に伴う公共土木施設災害復旧費1
千200万円の増額。

平成27年度補正予算（賛成・全員）
会　　　計 補　正　額 補正後の額

一　　般　　会　　計	（第４回） 7億6,074万１千円 56億5,115万9千円
国民健康保険特別会計	（第１回） 162万円 9億494万2千円
介護保険特別会計	（第２回） 4,941万6千円 7億3,572万6千円
簡易水道事業特別会計	（第１回） 80万円 1億97万8千円
一　　般　　会　　計	（第５回） 1,200万円 56億6,315万9千円

平成27年度補正予算
会　　　計 補　正　額 補正後の額

一　 般　 会 　計	 （第３回） 325万１千円 48億9,041万8千円
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主な使いみち（国民健康保険特別会計第１回）
　人事異動等による給与及び職員手当等の調整を行った結果、162万円の増額。

主な使いみち（介護保険特別会計第２回）
　予算執行状況による調整を行った結果、4,941万6千円の増額。

主な使いみち（簡易水道事業特別会計第１回）
　水道管路管理システムの更新委託料80万円の計上。

第460回臨時会　契約の締結

27第４－１号
西庵谷地区簡易給水施設整備工事請負契約

　（賛成・全員）
１　契約の目的　　27第４－１号　西庵谷地区簡易給水施設整備工事
２　契約の方法　　指名競争入札
３　契約金額　　　6,156万円
４　契約の相手方　高知市日の出町６番９号
　　　　　　　　　株式会社中島工務店
　　　　　　　　　代表取締役　増本　正人

大
豊
町
移
住
促
進
研
修
所
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

	

（
賛
成
・
全
員
）

○
町
空
き
家
活
用
事
業
で
整
備
す
る
「
西
峯
ひ
だ

ま
り
の
家
」
の
追
加
及
び
使
用
期
間
等
（
14
日

を
１
月
）
を
変
更
す
る
。

大
豊
町
住
宅
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

	

（
賛
成
・
全
員
）

○
空
き
家
活
用
事
業
で
整
備
す
る
「
岩
原
住
宅
」

を
追
加
す
る
。

大
豊
町
特
定
個
人
情
報
保
護
条
例

	

（
賛
成
・
全
員
）

○
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

25
年
法
律
第
27
号
）
の
施
行
に
よ
り
、
個
人
番

号
を
含
む
個
人
情
報
（
特
定
個
人
情
報
）
を
保

護
す
る
。

第
461
回
定
例
会　

主
な
条
例
改
正
等西峯ひだまりの家（野々屋）

改修工事中の岩原住宅
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行

報
政

告

◎
第
460
回
臨
時
会

岩﨑憲郎
町長

○
大
豊
町
消
防
団
の
夏
季
演

習
操
法
大
会

　

７
月
26
日
、
大
豊
町
消
防

団
の
夏
季
演
習
操
法
大
会
が

実
施
を
さ
れ
、
大
田
口
分
団

大
田
口
部
が
優
勝
、
準
優
勝

に
落
合
分
団
落
合
部
、
第
３

位
が
大
杉
分
団
穴
内
部
の
結

果
で
あ
っ
た
。
８
月
23
日
に

開
催
さ
れ
る
嶺
北
大
会
に
出

場
す
る
。

池添修一
教育長

○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ヘ

リ
ー
ベ
リ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
・

ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
生
徒
14

名
来
町

　

６
月
30
日
か
ら
７
月
２
日

ま
で
の
２
泊
３
日
の
日
程
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ビ
ク
ト

リ
ア
州
の
ヘ
リ
ー
ベ
リ
ー
・

カ
レ
ッ
ジ
・
ミ
ド
ル
ス
ク
ー

ル
で
日
本
語
を
学
ぶ
生
徒
14

名
と
引
率
の
先
生
２
名
が
来

町
し
ま
し
た
。
生
徒
は
本
町

の
14
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
行
い
な
が
ら
、
小
学
校
、

中
学
校
で
の
授
業
、
家
庭
で

の
交
流
な
ど
大
変
有
意
義
で

あ
っ
た
と
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

特
に
本
町
の
山
や
川
の
景

色
が
美
し
い
こ
と
に
は
大
変

感
動
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
帰
ら
れ

た
生
徒
た
ち
か
ら
は
お
礼
と
、

来
年
度
は
３
泊
４
日
の
日
程

で
お
願
い
し
た
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
快
く
受
け
入
れ
を
し

て
い
た
だ
い
た
14
家
庭
の
皆

さ
ん
に
は
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

◎
第
461
回
定
例
会

岩
﨑
憲
郎
町
長

○
嶺
北
消
防
団
連
合
会
夏
季

合
同
演
習
第
31
回
操
法
大

会

　

８
月
23
日
に
土
佐
町
で
開

催
さ
れ
、
本
町
の
代
表
と
し

て
出
場
し
た
大
田
口
分
団
大

田
口
部
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
で
第
３
位
に
入
賞
を
し

た
。
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
方

に
は
日
頃
は
地
域
住
民
の
生

活
の
安
全
の
た
め
に
大
変
な

ご
貢
献
を
賜
り
、
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
○
町
内
一
斉
避
難
訓
練

　

８
月
30
日
、
日
曜
日
の
９

時
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
い
て
避
難
の
取
り
組
み
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

消
防
団
に
よ
る
無
線
通
信
等

情
報
収
集
等
の
訓
練
も
実
施

を
し
た
。

　

参
加
を
さ
れ
た
住
民
の
方

は
、
771
世
帯
、
１
，０
９
４
名
、

消
防
団
は
170
名
の
団
員
の
出

動
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
う
し
た
災
害
へ
の
備
え

は
日
頃
の
取
り
組
み
が
非
常

に
大
切
で
あ
り
、
今
後
と
も

平
素
か
ら
の
訓
練
参
加
を
お

願
い
し
た
い
。

○
経
済
産
業
省
「
ふ
る
さ
と

名
物
発
掘
・
連
携
促
進
事

業
」

　

日
本
が
誇
る
べ
き
す
ぐ
れ

た
地
方
商
品
を
選
定
し
、
世

界
に
広
く
伝
え
て
い
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
ザ
・
ワ
ン
ダ
ー

フ
ァ
イ
ブ
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
」

に
大
豊
町
碁
石
茶
協
同
組
合

の
「
碁
石
茶
」
が
選
ば
れ
た
。

更
に
取
り
組
み
を
強
力
に
進

め
、
本
町
を
代
表
す
る
特
産

品
と
し
て
、
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

○
台
風
11
号
に
よ
る
災
害
発

生

　

町
内
６
路
線
が
被
災
し
、

現
時
点
で
の
復
旧
見
込
額
は
、

７
，２
７
９
万
５
千
円
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
災
害

も
早
急
な
復
旧
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

○
司
法
書
士
事
務
所
の
閉
鎖
、

開
設

　

役
場
の
隣
で
司
法
書
士
事

務
所
を
開
所
し
て
い
た
司
法

書
士
浜
口
さ
ん
が
事
務
所
を

８
月
末
で
閉
鎖
を
い
た
し
ま

し
た
。
今
日
ま
で
地
域
住
民

の
た
め
に
大
変
な
ご
努
力
、

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
閉
鎖

に
あ
た
り
ま
し
て
、
貴
重
な

浄
財
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。
町
民
を
代
表
し
ま
し

て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
の
司
法
書
士
事

務
所
は
浜
口
さ
ん
の
後
を
受

け
、
司
法
書
士
西
原
さ
ん
が

引
き
続
き
事
務
所
を
開
設
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

○
老
人
ホ
ー
ム
大
豊
園
の
民

営
化

　

平
成
29
年
４
月
１
日
を

も
っ
て
大
豊
園
を
、
民
間
に

移
譲
す
る
計
画
で
進
ん
で
い

る
。
こ
の
経
過
の
中
で
移
譲

先
と
し
て
決
定
を
し
た
香
南

会
か
ら
、
本
山
町
に
新
し
く

施
設
を
建
設
し
て
、
１
ヶ
所

で
の
経
営
を
し
た
い
と
い
う

話
が
あ
り
、
本
来
の
目
的
で

あ
る
民
間
移
譲
と
い
う
こ
と

を
進
め
る
た
め
、
現
時
点
で

民
間
法
人
の
提
案
の
と
お
り
、

本
山
町
の
１
ヶ
所
に
建
設
を

し
て
、
民
間
経
営
を
し
て
い

く
と
い
う
方
向
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

○
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
地
方
創
生
を
実

現
す
る
首
長
連
合
組
織
を

設
立

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
産
業
と
し
て
根

付
か
せ
、
地
方
創
生
の
切
り

札
に
す
る
目
的
を
も
っ
て
の

設
立
で
、
発
起
人
は
高
知
県

尾
﨑
知
事
、
岡
山
県
真
庭
市

太
田
市
長
で
あ
る
。
参
加
団

体
は
、
全
国
14
都
道
府
県
と

４
市
町
村
18
団
体
で
設
立
を

し
た
。

大豊町碁石茶協同組合の「碁石茶」

老人ホーム大豊園
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池
添
修
一
教
育
長

○
大
豊
町
中
学
校
３
年
生
の

海
外
研
修
が
無
事
終
了

　

中
学
校
３
年
生
の
14
名
全

員
が
、
８
月
18
日
か
ら
８
月

27
日
ま
で
の
10
日
間
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ビ
ク
ト
リ
ア

州
の
ヘ
リ
ー
ベ
リ
ー
・
カ

レ
ッ
ジ
・
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル

の
学
校
訪
問
と
５
日
間
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
中
心

に
研
修
を
行
っ
た
。

  

今
後
、
生
徒
に
は
国
際
的

視
野
に
立
ち
、
こ
の
貴
重
な

体
験
を
自
分
の
将
来
に
活
か

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

  

こ
の
研
修
に
当
た
り
、
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
た
保
護
者

の
皆
さ
ん
を
始
め
関
係
各
位

の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

主 

な 

質 

疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
第
460
回
臨
時
会

一
般
会
計
（
第
３
回
）
補
正

予
算

前野由和 議員

　

現
時
点
で
の
町
内
の
簡
易

水
道
、
簡
易
給
水
施
設
等
の

普
及
率
は
何
％
か
。

小林雅文
産業建設課長

　

現
在
の
簡
易
水
道
、
簡
易

給
水
施
設
の
普
及
率
は
76
・

94
％
で
あ
る
が
、
今
回
こ
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
穴
内

地
区
と
西
庵
谷
地
区
を
含
め

る
と
77
・
78
％
と
な
る
。

前
野
由
和
議
員

　

簡
易
給
水
施
設
は
、
指
定

管
理
と
い
う
方
式
で
そ
れ
ぞ

れ
管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、

高
齢
化
等
に
よ
り
、
い
つ
ま

で
続
け
ら
れ
る
か
不
安
で
は

な
い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
で
解
決
を
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
お
願
い
し
て

い
る
。
高
齢
化
に
よ
る
管
理

の
問
題
な
ど
課
題
が
あ
る
こ

と
は
承
知
を
し
て
い
る
。
具

体
的
な
方
策
は
今
の
と
こ
ろ

持
っ
て
な
い
が
、
課
題
と
し

て
受
け
止
め
、
今
後
検
討
し

て
い
く
。

○
第
461
回
定
例
会

一
般
会
計
（
第
４
回
）
補
正

予
算

藤丸髙德 議員

　

昨
年
の
８
月
豪
雨
で
災
害

の
あ
っ
た
連
火
、
東
庵
谷
の

災
害
復
旧
工
事
の
見
込
み
は
。

小
林
雅
文
産
業
建
設
課
長

　

現
在
、
地
滑
り
中
と
い
う

こ
と
で
観
測
中
で
あ
り
、
後
、

半
年
ぐ
ら
い
を
目
途
と
し
て

い
る
。

都築正光 議員

　

大
豊
町
中
学
校
の
屋
内
運

動
場
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事

の
工
法
は
。

大石雅夫
教育次長

　

瓦
棒
葺
き
で
、
現
在
の
屋

根
の
上
に
新
た
に
葺
く
工
法

で
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。

重森一宗 議員

　

各
区
長
が
各
集
落
で
一
斉

避
難
訓
練
を
行
っ
た
が
、
そ

れ
と
関
連
し
て
各
地
区
で
自

主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
て

い
る
。
区
長
と
自
主
防
災
組

織
会
長
の
立
場
と
い
う
の
は

ど
の
よ
う
に
認
識
す
れ
ば
よ

い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
で
の
様
々
な
取
り
組
み
を

お
互
い
が
役
割
分
担
し
て

や
っ
て
お
り
、
地
域
の
中
で

協
力
し
あ
っ
て
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

渡辺則夫 議員

　

大
豊
町
山
村
農
業
実
践
セ

ン
タ
ー
の
運
営
内
容
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

指
定
管
理
制
度
を
活
用
し

て
、
新
規
就
農
者
の
実
践
場

所
と
し
て
、
一
定
の
方
向
性

を
持
ち
進
め
て
い
く
。

大豊町中学校体育館

人　

事

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

	

（
賛
成
・
全
員
）

　　

大
豊
町
筏
木

　　
　

藤ふ
じ
ま
る丸
富と
み

子こ 

（52歳）

　
　人

権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

	

（
適
任
・
全
員
）

　　

大
豊
町
中
村
大
王

　
　

佐さ

竹た
け

範の
り
ひ
さ久 

（65歳）
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す
る
こ
と
だ
と
報
告
さ
れ
て

お
り
、
支
援
拡
充
へ
の
要
請

を
す
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

障
害
に
よ
っ
て
支
援
に
差

が
生
じ
な
い
よ
う
に
条
例
改

正
、
予
算
措
置
な
ど
検
討
し

て
い
る
。　

前
野
由
和
議
員

　

10
月
か
ら
番
号
通
知
が
送

付
さ
れ
る
が
知
ら
な
い
人
が

多
い
。
年
金
情
報
の
大
量
漏

れ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
不
安

や
心
配
が
多
い
状
況
で
あ
が
、

町
は
導
入
拒
否
で
き
な
い
の

か
。

　

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
安

全
管
理
へ
の
自
己
評
価
策
定

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
実
施

し
、
公
表
し
た
の
か
を
問
う
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

法
定
受
託
義
務
で
あ
り
、

拒
否
で
き
な
い
。
求
め
ら
れ

て
い
る
基
本
評
価
は
実
施
中

で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
公
表
し
て
い
る
。

前
野
由
和
議
員

　

あ
ら
ゆ
る
業
務
へ
の
利
用

拡
大
が
計
画
さ
れ
、
利
便
性

が
高
く
な
る
こ
と
へ
の
安
易

な
利
用
拡
大
は
危
険
も
増
大

す
る
。
少
な
く
て
も
町
独
自

の
利
用
拡
大
を
す
べ
き
で
な

い
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

現
時
点
で
具
体
的
に
、
検

討
し
た
事
務
は
な
い
。

前
野
由
和
議
員

　

農
産
物
直
売
所
菜
園
場
店

の
販
売
不
振
に
よ
り
10
月
撤

退
、
ふ
る
さ
と
生
産
組
合
は

平
成
27
年
度
で
一
旦
精
算
す

る
と
の
情
報
で
あ
る
。
利
用

農
家
に
対
し
、
ゆ
と
り
フ
ァ

ー
ム
に
対
し
て
庭
先
集
荷
の

事
業
引
継
ぎ
協
議
を
し
て
い

る
と
の
説
明
で
あ
る
が
、
一

農
家
の
販
売
額
は
少
額
で
も

新
鮮
な
里
の
味
を
食
卓
に
と

の
想
い
は
野
菜
づ
く
り
を
通

し
て
の
社
会
参
加
で
あ
る
の

で
、
栽
培
の
苦
労
が
夕
食
の

お
か
ず
代
程
の
少
額
で
あ
っ

て
も
励
み
に
な
り
生
き
甲
斐

に
な
っ
て
お
り
、
支
援
継
続

を
要
請
す
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

支
援
内
容
に
つ
い
て
協
議

中
で
あ
る
が
、
営
農
だ
け
で

な
く
、
健
康
医
療
面
か
ら
の

評
価
も
考
え
支
援
を
継
続
す

る
。

前
野
由
和
議
員

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

は
利
用
が
身
体
的
障
害
に
限

ら
れ
て
い
る
。
精
神
障
害
や

知
的
障
害
が
何
故
か
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
。
社
会
参
加

す
る
た
め
に
は
移
動
へ
の
支

援
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
精
神
障
害
は
人
生
の
一

時
点
に
お
い
て
誰
で
も
経
験

前
野
由
和
議
員

　

高
知
新
聞
の
「
安
全
保
障

関
連
法
案
」
に
対
す
る
県
下

首
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
て
い
な
い
。
参
院
中
央

公
聴
会
に
お
い
て
シ
ー
ル
ズ

（
学
生
団
体
）
の
呼
び
か
け

人
の
青
年
は
、
私
た
ち
が
政

治
に
つ
い
て
考
え
、
声
を
上

げ
る
こ
と
が
間
違
っ
て
い
な

い
と
確
信
し
空
気
を
変
え
る

た
め
に
声
を
上
げ
て
き
た
。

前
野
由
和
議
員

　

介
護
報
酬
が
平
均
２
・

27
％
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
は

21
％
も
の
削
減
で
あ
る
。
町

内
は
利
用
者
が
点
在
し
移
動

に
時
間
を
要
す
る
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
不
採
算
地
域
に

社
会
福
祉
協
議
会
が

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
一

手
に
担
っ
て
い
る
が
、

削
減
の
影
響
予
想
は

ど
う
か
。

　

利
用
者
が
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
削
減
分
へ

の
支
援
を
要
請
す
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
報

酬
削
減
影
響
は
約
350
万
円
と

の
試
算
が
あ
る
。

　

支
援
に
つ
い
て
は
、
条
例

に
基
づ
い
て
支
援
を
し
て
い

く
。

一般質問

一般質問一般質問

一般質問

一般質問

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
拒
否
を

答 

情
報
管
理
な
ど
体
制
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
る

問 

農
産
物
販
売
へ
の
支
援
継
続
を
望
む

答 

役
割
を
評
価
し
検
討
す
る

問 

障
害
者
福
祉
の
充
実
を
図
れ

答 

対
応
の
検
討
を
し
て
い
る

問 

政
治
姿
勢
を
問
う

　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
の
義
務
は
あ
る

の
で
は

答 

義
務
は
な
い

問 

介
護
事
業
へ
の
支
援
を
要
請
す
る

答 

条
例
に
基
づ
い
て
支
援
を
す
る

農産物直売所菜園場店

福祉タクシーチケット大豊町社会福祉協議会
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価
が
ゼ
ロ
と
い
う
の
は
ど
う

か
。
ま
た
、
町
長
に
就
任
し

て
何
年
に
な
っ
て
、
自
分
が

就
任
し
て
か
ら
財
産
を
増
や

し
た
の
か
、
減
ら
し
た
の
か
、

そ
れ
か
ら
起
債
に
つ
い
て
の

総
額
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

総
務
省
か
ら
指
示
が
あ
り
、

作
成
す
べ
く
今
取
り
か
か
っ

て
い
る
。
そ
れ
を
利
用
し
て
、

町
村
の
会
計
を
運
営
す
る
中

で
活
か
す
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
整
理
が
で
き
て

な
い
状
況
で
あ
る
。
町
の
財

産
は
町
民
の
財
産
で
あ
り
、

そ
の
財
産
の
価
値
が
あ
る
か

な
い
か
と
い
う
の
は
住
民
の

皆
さ
ん
に
判
断
を
い
た
だ
く
、

そ
う
い
う
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。
現
在
、
起
債
47
億
に

対
し
て
基
金
が
30
数
億
円
あ

る
。　

レ
ー
シ
ア
に
、
40
代
で
環

境
省
の
本
省
で
の
勤
務
な

ど
、
林
野
行
政
以
外
に
多
岐

に
渡
る
業
務
も
経
験
し
て
き

た
。
最
近
で
は
、
平
成
19
年

か
ら
林
業
の
成
長
産
業
化
を

担
う
人
材
の
育
成
に
関
わ
っ

て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

こ
の
地
方
創
生
に
積
極
的
に

取
り
組
む
市
町
村
に
対
し
て
、

町
長
の
補
佐
役
、
い
わ
ゆ
る

シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
制

度
が
始
ま
り
、
そ
の
中
で
大

豊
町
で
は
『
森
づ
く
り
、
木

材
産
業
を
核
と
し
た
町
づ
く

り
』
を
目
指
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
私
の
経
験
を
活
か

し
て
、
地
方
創
生
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
、
大
豊
町
に
行
く

こ
と
を
決
意
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事

の
や
り
方
、
生
活
パ
タ
ー
ン

も
一
変
し
、
新
鮮
な
気
持
ち

で
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
て
お
り
、
大
豊
町
に
来
て

良
か
っ
た
と
い
う
の
が
正
直

な
感
想
で
あ
る
。

　

一
方
、
大
豊
町
全
体
に
目

を
転
じ
て
み
る
と
、
85
の
集

落
で
構
成
さ
れ
、
山
は
想
像

以
上
に
急
傾
斜
で
、
何
を
や

る
の
も
大
変
な
と
こ
ろ
で
あ

る
と
認
識
し
た
。

主
権
者
の
不
断
の
努
力
な
し

に
憲
法
や
民
主
主
義
は
機
能

し
な
い
こ
と
を
自
覚
し
た
か

ら
と
述
べ
て
い
る
。

　

議
論
を
リ
ー
ド
す
る
べ
き

首
長
は
回
答
の
義
務
が
あ
る

と
思
う
が
見
解
を
示
せ
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

高
知
新
聞
本
山
支
局
長
に
、

受
け
取
ら
な
い
と
直
接
回
答

し
た
。

都
築
正
光
議
員

　

現
在
、
町
内
計
58
名
の
園

児
が
い
る
。
全
国
的
に
移
住

政
策
、
地
方
創
生
と
い
う
声

が
世
論
的
に
非
常
に
強
い
中

で
、
高
齢
者
の
福
祉
、
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
と
、
様
々
な

政
策
を
進
め
て
い
る
が
、
将

来
に
か
け
た
子
ど
も
達
の
保

育
料
を
無
料
に
で
き
な
い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

現
在
、
５
歳
児
に
は
保
育

料
の
９
割
を
商
品
券
と
し
て

還
元
し
て
い
る
。
議
会
の
教

育
民
生
常
任
委
員
会
か
ら
保

育
料
を
無
料
化
に
す
べ
き
だ

と
報
告
も
あ
っ
た
が
、
今
す

ぐ
に
無
料
化
す
る
と
こ
ろ
ま

で
検
討
は
進
ん
で
い
な
い
。

保
育
料
だ
け
で
は
な
く
、
医

療
費
も
含
め
て
、
子
育
て
、

教
育
へ
の
支
援
策
を
積
極
的

に
進
め
る
。

都
築
正
光
議
員

　

26
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算

書
の
中
で
、
財
産
に
関
す
る

調
書
が
あ
る
が
、
車
の
台
数
、

土
地
、
山
林
の
面
積
等
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
町
の
資
産

に
つ
い
て
の
財
産
の
価
値
は
、

固
定
資
産
が
あ
り
な
が
ら
単

渡
辺
則
夫
議
員

　

町
長
は
、
中
央
か
ら
招
い

た
副
町
長
に
何
を
期
待
し
て

い
る
の
か
。

　

田
坂
副
町
長
は
、
大
豊
町

に
来
る
こ
と
を
決
め
た
一
番

の
要
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。

ま
た
２
ヶ
月
す
ぎ
て
率
直
に

感
じ
た
こ
と
は
何
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　
「
第
７
次
大
豊
町
総
合
計

画
（
ゆ
と
り
す
と
カ
ン
ト

リ
ー
お
お
と
よ
）」
を
基
本

に
お
お
と
よ
創
生
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
、
内
容
の
充
実

に
向
け
、
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
る
。

田坂仁志
副町長

　

林
野
庁
職
員
と
し
て
、
林

野
行
政
に
長
く
携
わ
っ
て
き

た
。
20
代
の
と
き
に
村
役
場

の
職
員
と
し
て
、
そ
し
て
30

代
の
と
き
に
Ｊジ

Ｉャ

Ｃイ

Ａカ

（
国

際
協
力
機
構
）
の
林
業
関
係

の
長
期
専
門
家
と
し
て
マ

渡
辺
則
夫
議
員

　

最
近
盛
ん
に
な
っ
て
き
た

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
本
町
の

大
き
な
観
光
資
源
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
も
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
29
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
べ
く
今
取
り
組
ん
で
い

る
民
泊
事
業
は
、
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
と
セ
ッ
ト
で
考
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
既
に
隣

の
三
好
市
等
で
は
こ
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
大

勢
の
生
徒
が
訪
れ
て
い
る
。

　

三
好
市
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

業
者
へ
配
慮
も
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
本
町
は
ど
う
な

の
か
、
昨
年
の
大
雨
で
流
失

し
た
豊
永
の
ス
タ
ー
ト
地
点

へ
、
土
を
入
れ
る
ぐ
ら
い
は

こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
れ

一般質問一般質問

一般質問

一般質問

問 

保
育
料
の
無
料
化
を

答 

子
育
て
、
教
育
環
境
を
支
援
す
る

問 

町
有
財
産
は
（
資
産
価
値
）

答 

企
業
的
な
会
計
制
度
の
導
入
を
進
め
る

問 

副
町
長
二
人
制
の
施
策
は

答 

お
お
と
よ
創
生
の
推
進

問 

こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
は

 　
（
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
民
泊
事
業
は
）

答 

取
り
組
み
を
続
け
る
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ば
町
が
行
っ
て
も
良
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
業
者
も
そ

れ
を
期
待
し
て
い
た
よ
う
だ
。

相
互
の
信
頼
関
係
を
強
く
し
、

民
泊
事
業
を
成
功
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
民

泊
事
業
は
嶺
北
の
町
村
が
協

力
し
合
っ
て
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。
先
に
も
述
べ
た
よ

う
に
隣
に
、
三
好
市
な
ど
二

市
二
町
で
窓
口
を
大
き
く
一

つ
に
し
て
、
既
に
多
く
の
生

徒
を
受
け
入
れ
て
い
る
所
と

の
競
争
関
係
に
も
な
る
。
嶺

北
で
も
窓
口
を
一
つ
に
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　
「
お
い
で
よ
お
お
と
よ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
体
験
し
、

農
家
に
泊
ま
る
と
い
う
ス
タ

イ
ル
が
大
き
な
魅
力
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
十

分
に
認
識
し
て
い
る
。
民
泊

事
業
つ
い
て
は
、
本
町
の
交

流
を
推
進
す
る
上
で
、
大
切

な
取
り
組
み
で
あ
り
今
後
も

積
極
的
な
対
応
を
す
る
。

断
が
正
確
な
調
査
結
果
を
得

る
た
め
の
基
本
と
な
る
と
説

明
し
た
が
、
地
域
の
生
活
・

生
産
活
動
の
実
態
に
沿
っ
た

判
断
と
は
何
か
、
ま
た
、
交

付
税
削
減
を
視
野
に
入
れ
た

町
の
対
応
を
聞
く
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

一
人
一
人
の
実
態
に
合
っ

た
正
確
な
調
査
を
期
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

人
口
減
少
す
る
中
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
下
げ
な
い
と
い

う
視
点
に
立
ち
、
行
政
を
進

め
る
。

へ
も
出
か
け
て
い
く
、
こ
の

こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

な
ぜ
委
員
会
設
置
が
で
き
な

い
の
か
。
９
月
に
お
け
る
豊

か
な
森
づ
く
り
月
間
は
実
行

で
き
な
い
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　
「
第
７
次
大
豊
町
総
合
計

画
（
ゆ
と
り
す
と
カ
ン
ト

リ
ー
お
お
と
よ
）」
で
森
を

活
か
す
町
の
取
り
組
み
と
い

う
こ
と
を
位
置
付
け
、
条
例

の
趣
旨
に
沿
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
９
月
の
月

間
に
つ
い
て
、
現
実
に
は
小

学
生
の
森
林
学
習
、
間
伐
体

験
を
実
施
し
て
い
る
が
、
時

期
に
つ
い
て
は
学
校
等
の
関

係
で
９
月
に
で
き
な
い
事
情

等
が
あ
り
、
今
年
は
10
月
に

な
っ
て
い
る
。
取
り
組
み
の

足
り
な
い
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
は
趣
旨
に
沿
っ
た
実
施

に
取
り
組
む
。

民泊体験

重
森
一
宗
議
員

　

提
案
で
国
勢
調
査
に
触
れ
、

過
疎
高
齢
化
・
人
口
減
・
年

間
2
億
円
減
少
等
を
言
わ
れ
、

ま
と
め
に
地
域
の
生
活
・
生

産
活
動
の
実
態
に
沿
っ
た
判

一般質問

問 

国
勢
調
査
の
正
確
な
調
査
と
は

答 

実
態
に
合
っ
た
調
査
に
努
め
る

重
森
一
宗
議
員

　

大
豊
町
は
豊
か
な
森
づ
く

り
条
例
が
25
年
12
月
に
発
委

（
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員

会
か
ら
提
案
）
し
既
に
２
年

が
経
と
う
と
し

て
い
る
。

　

こ
の
条
例
の

中
で
委
員
会
設

置
と
、
特
に
、

町
は
豊
か
な
森

づ
く
り
に
対
す

る
理
解
を
促
進

す
る
た
め
に

「
９
月
を
本
町

の
豊
か
な
森
づ

く
り
月
間
と
定

め
、
森
林
に
親

し
み
触
れ
合
う

機
会
の
充
実
等
に
必
要
な
処

置
を
講
ず
る
も
の
」、
と
し

て
い
る
の
は
、
今
般
の
国
勢

調
査
を
踏
ま
え
、
林
業
に
理

解
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
山

重
森
一
宗
議
員

　

森
林
資
源
活
用
中
期
的

構
想
策
定
委
託
料
と
し
て
１
，

０
０
０
万
円
の
予
算
で
、
大

豊
町
の
急
傾
斜
地
に
お
け
る

人
工
林
の
利
用
可
能
な
森
林

資
源
量
を
調
べ
る
と
し
て
い

る
が
、
こ
の
内
容
と
効
果
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

地
方
創
生
先
行
型
の
事
業

で
、
本
町
の
森
林
資
源
に
つ

い
て
、
国
土
地
理
院
の
レ
ー

ザ
ー
測
量
、
森
林
簿
の
デ
ー

タ
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
森
林
資
源
の
状
況
を
把

握
し
、
森
林
経
営
計
画
の
策

定
、
路
網
の
整
備
、
機
械
の

導
入
、
あ
る
い
は
新
た
な
林

業
従
事
者
の
雇
用
な
ど
を
進

め
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
に

す
る
た
め
調
査
を
実
施
す
る

も
の
で
、
今
ま
で
の
取
り
組

み
を
山
元
で
の
動
き
に
反
映

し
、
山
側
の
動
き
の
活
性
化

に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。

一般質問

一般質問

問 

大
豊
町
豊
か
な
森
づ
く
り
条
例
の
取

り
組
み
は

答 

総
合
計
画
を
基
本
に
取
り
組
む

問 

森
林
資
源
活
用
中
期
的
構
想
策
定
委

託
料
の
効
果
は

答 

山
側
の
取
り
組
み
を
充
実
す
る

森林学習、間伐体験

豊永の河原
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平
成
26
年
度

　

各
種
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
（
認
定
・
全
員
）

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
・
特

別
会
計
の
決
算
の
概
要
及
び
基
金
の
総
括

的
考
察
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
書
、
付
属
書
類
等
及
び
基

金
の
運
用
状
況
を
示
す
書
類
等
が
、
法
令

に
準
拠
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
か
、
予
算

執
行
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

関
係
諸
帳
簿
等
の
照
合
を
行
う
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
職
員
の
説
明
を
求
め

る
方
法
に
よ
り
審
査
し
た
結
果
、
い
ず
れ

も
正
確
で
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

前
年
度
に
対
し
て
平
成
26
年
度
の
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
は
増
額
決
算
と
な
っ
た
が
、
一
般
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
、
減
額
決
算
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
各
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、
収
支
の
均
衡
が
得
ら
れ
ず
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
対
応
し
て
い

る
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
医

療
費
の
増
額
に
よ
り
、
１
人
当
た
り
の
医

療
費
は
５
０
４
，６
５
７
円
で
、
前
年
度

４
３
２
，５
６
７
円
と
比
べ
７
２
，０
９
０

円
、
16
・
7
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
依

然
と
し
て
高
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
今
後

と
も
健
康
管
理
推
進
事
業
等
、
医
療
費
の

軽
減
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算

を
み
る
と
、
自
主
財
源
の

根
幹
を
な
す
町
税
は
前
年

度
と
比
べ
町
民
税
は
0.5
％
、

固
定
資
産
税
は
2.1
％
の
微

増
と
な
っ
て
い
る
。
全
体

と
し
て
前
年
度
に
比
べ
３
，

２
１
４
，７
６
５
円
0.9
％

の
増
、
収
入
未
済
額
は
前

年
に
比
べ
現
年
分
3.0
％
減
、

滞
納
繰
越
分
10
・
7
％
減

と
な
っ
て
い
る
。
税
の
負

担
公
平
を
原
則
と
し
収
入

未
済
額
の
縮
減
を
図
る
た

め
、
よ
り
一
層
の
努
力
を

願
う
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
の
経
済
情
勢
等
の

影
響
や
景
気
の
動
向
を
踏

ま
え
る
と
、
本
町
を
取
り

巻
く
歳
入
環
境
は
今
後

と
も
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

特
に
歳
入
の
根
幹
を
な
す

町
税
収
入
に
お
い
て
平
成

26
年
度
は
微
増
で
は
あ
る

が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
多
く
を
見
込

む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
歳
出
面

で
は
少
子
高
齢
化
の
一
層
の
進
展
、
雇
用

情
勢
の
悪
化
に
伴
う
扶
助
費
等
の
増
加
や

安
全
・
安
心
の
た
め
の
基
盤
整
備
等
へ
の

対
処
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
本
町
が
将
来

に
向
け
て
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
歳
入
に
見
合
っ
た
支
出
に
心
が
け
、

健
全
で
安
定
し
た
行
政
運
営
を
基
本
に
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ

と
に
一
層
留
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

財
政
分
析
等
か
ら
み
て
総

括
す
る
と
、
起
債
残
高
も

年
々
減
少
に
転
じ
一
人
当

た
り
８
７
６
，２
３
７
円
と

な
っ
て
お
り
、
町
の
貯
金
で

あ
る
財
政
調
整
基
金
も
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
が
増
え
始
め

た
。　

　

町
有
財
産
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
共
有
財
産
で

あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
、

遊
休
財
産
の
有
効
活
用
や
処

分
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た

い
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
地
方

債
残
高
の
推
移
等
に
十
分
留

意
さ
れ
、
引
き
続
き
歳
出
の

効
率
化
・
重
点
化
を
図
り
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ら

れ
た
い
。
ま
た
本
町
の
要
で

あ
る
「
ゆ
と
り
す
と
カ
ン
ト

リ
ー
お
お
と
よ
」
の
計
画
に

基
づ
き
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
の

変
化
や
時
代
の
要
請
に
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
施
策
・

事
業
を
的
確
に
推
進
し
、
町
政
の
更
な
る

進
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
増
進
に
寄
与
さ

れ
る
よ
う
一
層
の
ご
尽
力
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

１人当たり医療費
平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度
504,657円 432,567円 408,898円 393,593円 373,213円

決算審査報告
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委 員 会 の 動 き
○総務産業建設常任委員会
　ストックヤード建設予定地とチップ工場視察	 総務産業建設常任委員長　三谷幸一郎

○教育民生常任委員会
　おおとよ小学校・大豊町中学校の授業参観	 教育民生常任委員長　藤丸　髙德

　現在大豊町森林組合では町内の豊富な森林資源を利用することで山林を再生し、林産業を活性化させる
べく、伐採した原木をストックする（貯めて置く）森林資源集積基地（ストックヤード）面積約4万1千
平方メートルを大豊町津家地区において造成事業を実施している。このストックヤードは現在川口南地区
にある２箇所では手狭となり処理が困難となったため、より広いストックヤードを建設し１箇所で木材市
場として稼働する計画である。今年度から工事に取り掛かり、平成30年度には竣工予定である。「高知
おおとよ製材」も操業３年目に入り現在では年間８万立方メートルの原木消費が見込まれる、このストッ
クヤード建設により「高知おおとよ製材」にもメ
リットとなると予測される。また、「旧21世紀セン
ター」跡地に今年度から操業を始めた「丸和林業㈱
大豊事業所」は「１本の木も無駄にすることなく加
工する」との意気込みで原料用又燃料用の木材チッ
プの生産、販売を行っている、個人でもトラックで
間伐材や雑木等どのような材でも持ち込み可能との
こと、ストックヤード整備や丸和林業の操業により
大豊町の林産業が軌道に乗り、第７次大豊町総合計
画が達成できることを切望する。 津家ストックヤード現地

　平成26年４月大豊小学校、大田口小学校、大杉小学校を統合し開校した、おおとよ小学校は、開校２
年目であり現在69名の児童と16名の教職員等が配属され、大豊を心に刻む教育を通じ「かしこく、や
さしく、たくましく」を学校教育目標として掲げている。３年生、４年生の授業参観では、基礎学力の定
着向上を基に熱心な授業に取り組んでいた。また、水泳教室では、元気な子どもたちを見ることが出来た
が、プールは老朽化が著しく、加えて、遠距離でもあり、時間を費やしている状況で校舎を含め抜本的な
見直しが必要である。
　中学校においては、大豊中学校、大杉中学校２校を統合し７周年目を迎えており生徒数は各学年14名
の42名、教職員等19名である。学校経営基本方針は、中学校段階の基礎・基本的な事項を確実に定着さ
せる取り組み、また、文部科学省委託事業の「英語教育強化地域拠点事業」の実施や国際バカロレア（国
際的な人材育成の教育プログラム）の目指す人材育成にチャレンジし、15年間で地域の子どもを育てる
保小中一環教育を推進し、グローバルな視野を持つ生徒を育成している。授業参観では、実社会の関連を
重視した社会科の授業、英語の教諭、オー
ストラリアからALT（外国語指導助手）、
CIR（国際交流員）に加えて英語の支援員
１名による大豊ならではの特色ある英語の
授業、確実に身につけておきたい数学の授
業、それぞれ熱心に取り組んでいる。今後
においても小中一環教育のさらなる充実
と、大豊を心に刻む教育の達成、将来「大
豊を忘れない子どもたち」の教育を望む。 大豊町中学校教室
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編　

集　

後　

記　

　

平
成
27
年
９
月

議
会
は
、
９
月
10

日
か
ら
18
日
ま
で

の
９
日
間
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
が
明
け
る

と
同
時
に
、
暑
い

毎
日
が
続
き
、
暑

い
日
が
続
く
と
思

わ
れ
た
８
月
後
半

は
、
例
年
に
な
く

寒
い
日
が
続
き
ま

し
た
。
９
月
に
入

る
と
台
風
18
号
の
影
響
に
よ
り
関
東
・
東
北
豪

雨
が
発
生
、
鬼
怒
川
堤
防
決
壊
等
100
年
に
一
度

と
い
う
甚
大
な
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

８
月
20
日
市
町
村
議
会
議
員
広
報
編
集
の
研

修
会
が
高
知
城
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
大
豊
町

か
ら
も
広
報
編
集
委
員
会
委
員
５
名
が
参
加
い

た
し
ま
し
た
。
よ
り
解
り
や
す
く
見
や
す
い
編

集
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、議
会
だ
よ
り「
秀

峰
」
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

 

広
報
編
集
特
別
委
員
会　

藤
丸　

髙
德

【
ご
意
見
や
ご
感
想
は
】

　

大
豊
町
議
会
事
務
局

　
　

電
話　

７
２

－

０
４
５
０ 

ま
で

■大豊町連合婦人会と意見交換会を開催
　８月４日（火）大豊町議会基本条例第４条に基づき、大豊町連合婦人会と意見交換会を開催した。
　杉本麗子会長から、本町婦人会が連携を図り、婦人の教養を高め、社会発展に寄与することを目的に様々
な活動を行っているとの挨拶の後、意見交換を行った。
　
１　婦人会活動を展開していく中で、会員の
減少が大きな課題であり、まずは各議員
さんの奥さんから積極的に加入を望む。

２　社会教育（公民館活動等）の充実。
３　町内の名所へ観光客の誘致。

４　独身者の婚活のサポート。
５　旧小学校の利活用。
６　森や山との関わり。
７　避難場所や自主防災活動、などの意見が
出された。

婦人会からの意見

　少ない時間ではあったが、議会として、婦人会の意見を参考に今後の議会活
動に生かしていきたいと述べ閉会した。
　意見交換前の昼食は、婦人会によるカレーライス、野菜等の料理をいただき、
議員一同大変感謝をいたしております。婦人会の皆様誠にありがとうございました。

■全国森林環境税創設促進議員連盟第22回定期総会開催
　７月16日新潟県村上市で、第22回定期総会が開催された。この議員連盟
は平成６年に設立し、現在全国333市町村が加盟している。
　森林は地球温暖化の防止や国土の保全、水源のかん養などの公益的機能を
持っている。こうした機能は、山村地域の市町村による森林の整備・保全に
よって維持する必要があるが、危機的な市町村財源の状況から、恒久的・安

定的な財源が大幅に不足している。
　このため、市町村の新たな税財源として「全国森林環境税」の創設を悲願として活動を続けている。
※全国森林環境税創設促進議員連盟の担当議員が今井安博議員から都築正光議員に交替いたしました。

■四国土砂防災ネットワーク議員連盟第15回定期総会開催
　８月７日香川県三木町で、第15回定期総会が開催された。この議員連盟は
平成13年に設立し、現在44市町村が加盟している。
  国土保全は国の重要な責務であるとの認識のもと、国が直轄事業に限ら
ず、あらゆる防災事業を積極的に展開し、責任を持って土砂災害の多発地帯
である四国各地域の生命・財産を土砂災害から守り、地域発展の確固たる礎を築くため、国会及び政府に対
しての要望活動や国土保全に関する調査などの活動を続けている。

議 会 か ら の お 知 ら せ

大豊町連合婦人会との意見交換
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〈１２月号は、平成のできごとを掲載の予定です。〉

大
豊
町
合
併

　　  

周
年

60

　
昭
和
30
年（
１
９
５
５
年
）３
月
31
日
に
誕
生
し
た
大
豊
村
。

　
そ
の
後
、
昭
和
47
年
４
月
１
日
に
町
制
施
行
し
「
大
豊
町
」
が
発
足

し
ま
し
た
。

　
６
月
号
か
ら
特
集
で
60
年
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
が
、
今
月
号
で
は
、

昭
和
63
年
３
月
25
日
か
ら
45
日
間
開
催
さ
れ
た
「
’88
れ
い
ほ
く
高
速

博
」
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
迷
路
や
高
速
道
館
な
ど
11
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
構
成

さ
れ
、
期
間
中
の
入
場
者
は
２
０
３
，０
５
９
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

～
想
い
出
を

　
　
　
た
ず
ね
て
～

第
6
回

土・水・木の広場

ピラミッド

世界のパトカー館

正面・メインポール 3月27日　ゲーム大会

全景

嶺北建設業協会会長の音頭により乾杯！

大盛況
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（
１
）巨
大
地
震
発
生
の
可
能
性
は
？

　

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
は
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）８
〜
９

ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
お
り
、そ
の

都
度
、大
き
な
地
震
・
津
波
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し

た
。１
７
０
０
年
以
降
を
み
て
も
、１
７
０
７
年
宝
永
地
震
、

１
８
５
４
年
安
政
東
海
地
震
、安
政
南
海
地
震
、１
９
４
４
年

昭
和
東
南
海
地
震
、１
９
４
６
年
昭
和
南
海
地
震
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
は
、概
ね
１
０
０
〜

１
５
０
年
間
隔
で
巨
大
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、今
世
紀
の
前

半
に
も
次
の
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。地
震
調
査
研
究
推
進
本
部

で
は
、南
海
ト
ラ
フ
で
の
巨
大
地
震
の
発
生
確
率

は
、今
後
30
年
間
で
約
70
％
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

（
２
）次
に
発
生
す
る
地
震
の
震
源
域
と
規
模
は
？

　

南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
し
た
過
去
の
地
震
の
震
度
分
布
や
津

波
の
高
さ
な
ど
を
見
る
と
、被
害
の
様
相
が
同
じ
も
の
は
２
つ

と
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
発
生
し
て
き
た
地

震
は
、同
じ
震
源
域
で
同
じ
規
模
の
地
震
が
繰
り
返
し
発
生
し

て
き
た
の
で
は
な
く
、地
震
ご
と
に
震
源
域
も
規
模
も
異
な
る

地
震
が
発
生
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

言
い
換
え
る
と
、南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
発
生
す
る
巨
大
地
震

の
震
源
域
や
規
模
に
は
多
様
性
が
あ
り
、次
に
発
生
す
る
地

震
の
震
源
域
と
規
模
を
、予
め
正
確
に
予
測
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
す
。ま
た
、最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
す
る
こ

と
も
、そ
の
発
生
頻
度
は
、千
年
に
一
度
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
も

も
っ
と
低
い
の
で
す
が
、否
定
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　
一
方
、時
間
的
な
観
点
か
ら
地
震
の
発
生
を
見
る
と
、宝
永

地
震
の
よ
う
に
、概
ね
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
全
域
を
同
時
に
破

壊
し
た
ケ
ー
ス（
同
時
破
壊
の
ケ
ー
ス
）も
あ
れ
ば
、安
政
の
地

震
や
昭
和
の
地
震
の
よ
う
に
、静
岡
県
か
ら
三
重
県
に
か
け
て

の
領
域（
東
海
側
の
領
域
）を
震
源
域
と
す
る
地
震
と
、和
歌

山
県
か
ら
四
国
及
び
日
向
灘
に
か
け
て
の
領
域（
南
海
側
の

領
域
）を
震
源
域
と
す
る
地
震
が
時
間
差
を
お
い
て
発
生
す

る
ケ
ー
ス（
時
間
差
破
壊
の
ケ
ー
ス
）も
あ
り
ま
す
。最
大
ク
ラ

ス
の
地
震
は
、同
時
破
壊
の
ケ
ー
ス
の
地
震
と
な
り
ま
す
。

　

地
震
の
対
策
を
考
え
る
上
で
は
、こ
れ
ら
２
つ
の
ケ
ー
ス
を

想
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。同
時
破
壊
の
ケ
ー
ス
で
は
、静

岡
県
か
ら
九
州
に
か
け
て
の
領
域
で
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。時
間
差
破
壊
の
ケ
ー
ス
で
は
、地
震

に
よ
る
被
害
は
南
海
ト
ラ
フ
の
全
領
域
で
は
な
く
、東
海
地
域

を
中
心
と
す
る
被
害
、南
海
地
域
を
中
心
と
す
る
被
害
の
２
つ

の
地
震
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。１
つ
の
地
震
に
よ
る

被
害
の
範
囲
は
、同
時
破
壊
の
ケ
ー
ス
に
比
べ
る
と
狭
く
は
な

り
ま
す
が
、そ
れ
で
も
東
海
地
域
の
全
域
、あ
る
い
は
南
海
地

域
の
全
域
の
被
害
は
甚
大
で
す
。

　

い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
、そ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
と
な
り
ま

す
が
、時
間
差
破
壊
の
ケ
ー
ス
の
場
合
は
、そ
の
時
間
差
が
ど

の
程
度
と
な
る
か
の
予
測
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、１
つ
目
の

地
震
の
後
、２
つ
目
の
地
震
の
発
生
が
、直
後
な
の
か
、１
日
後

な
の
か
、１
年
後
な
の
か
、い
つ
発
生
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い

不
安
な
ど
の
社
会
的
な
混
乱
も
加
わ
り
、さ
ら
に
大
変
さ
を
増

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
３
）地
震
動
の
大
き
さ
と
継
続
時
間
は
？

　

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
震
に
は
多
様
性
が
あ
り
、次
の
地
震

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、

備
え
る
べ
き
地
震
と
し
て
は
幾
つ
か
を
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。ま
た
、地
震
動
に
対
す
る
対
策
の
検
討
は
、そ
の
特

性
な
ど
を
踏
ま
え
た
検
討
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

地
震
動
の
大
き
さ
に
は
、飽
和
す
る
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま

す
。あ
る
場
所
で
の
地
震
動
に
よ
る
揺
れ
の
対
策
を
考
え
る
場

合
に
は
、Ｍ
８
ク
ラ
ス
の
地
震
と
Ｍ
９
ク
ラ
ス
の
地
震
の
最
大

の
地
震
動
は
、い
ず
れ
の
地
震
も
同
程
度
の
大
き
さ
な
の
で
す
。

実
は
、Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
地
震
で
あ
っ
て
も
、直
下
で
地
震
が
発
生

し
た
場
合
の
地
震
動
の
大
き
さ
は
、Ｍ
８
や
Ｍ
９
の
地
震
に
比

べ
小
さ
い
も
の
で
は
な
く
、同
程
度
に
大
き
な
震
度
と
な
る
の

で
す
。

　

し
か
し
、揺
れ
て
い
る
時
間
は
大
き
く
異
な
り
、Ｍ
７
ク
ラ

ス
の
地
震
の
強
い
揺
れ
が
15
秒
程
度
で
あ
る
の
に
対

し
、Ｍ
８
ク
ラ
ス
に
な
る
と
１
分
程
度
に
、Ｍ
９
ク
ラ

ス
に
な
る
と
３
〜
５
分
程
度
も
強
い
揺
れ
が
続
く
の

で
す
。地
震
動
の
揺
れ
の
強
さ
が
同
程
度
で
あ
っ
て
も
、

長
く
揺
れ
る
こ
と
に
よ
り
被
害
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
震
の
規
模
と
、Ｐ
波
を
感
じ
て
か
ら
被
害

を
も
た
ら
す
Ｓ
波
が
来
る
ま
で
の
初
期
微
動
時
間
に

つ
い
て
見
て
み
る
と
、Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
地
震
が
直
下
で

発
生
し
た
場
合
に
は
、２
〜
３
秒
程
度
し
か
あ
り
ま
せ

ん
が
、南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
Ｍ
８
〜
９
ク
ラ
ス
の

地
震
を
想
定
し
た
場
合
に
は
、大
豊
町
で
は
、20
〜
30

秒
程
度
の
時
間
的
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

（
４
）地
震
へ
の
備
え
の
基
本
は
？

　

兵
庫
県
南
部
地
震
や
中
越
地
震
は
、Ｍ
７
ク
ラ
ス
の

地
震
で
し
た
が
、震
源
域
の
直
上
に
お
け
る
被
害
は
甚

大
な
も
の
で
、中
越
地
震
に
よ
る
被
害
の
様
相
は
、大

豊
町
で
想
定
さ
れ
る
被
害
と
類
似
の
も
の
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
地
震

は
、日
本
中
の
ど
こ
で
で
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
。

　

地
震
動
に
対
す
る
対
策
は
、ま
ず
、い
つ
ど
こ
で
発

生
す
る
か
分
か
ら
な
い
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
地
震
に
備
え

る
こ
と
で
す
。こ
れ
に
は
、家
屋
の
耐
震
化
と
家
具
な

ど
の
固
定
が
基
本
と
な
り
ま
す
。こ
の
基
本
対
策
に
よ

り
、Ｍ
８
ク
ラ
ス
の
地
震
へ
の
備
え
に
も
な
る
の
で
す
。

そ
し
て
、よ
り
大
き
な
地
震
に
は
、緊
急
地
震
速
報
な

ど
の
情
報
を
活
用
し
、危
険
な
場
所
か
ら
離
れ
る
な
ど

身
の
安
全
を
守
り
ま
す
。こ
れ
に
は
訓
練
が
必
要
で
す
。

地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。家
屋
の
耐

震
化
と
家
具
固
定
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、身
の
安

全
を
守
る
た
め
の
訓
練
を
実
施
し
、い
つ

地
震
が
発
生
し
て
も
被
害
が
最
小
限
と

な
る
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

（
愛
知
工
業
大
学
工
学
部　

教
授　

横
田　

崇
）

大
豊
町
民

塾

第
11
回 

～
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
備
え
る
～

防
災

「大豊町民防災塾」に関する問い合わせ先　　　　総務課庶務班　　☎ ⑨72－０４５０
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生涯現役でいつまでも住み慣れた地域で暮らせる町を目指します！
～認知症を支える町づくり～

　認知症の症状に応じた対応・支援体制を『認知症ケアパス』といいます。認知症を引き
起こす疾患や身体症状などにより、必ずしも下の表のとおりになるわけではありませんが、
ご本人の状況を把握していただき、今後を見通す参考としてください。認知症について気
になることがあれば、地域包括支援センター班やかかりつけの病院へ早めに相談してください。

認 知 症 な っ た らに最終回

… 住民課地域包括支援センター班問い合わせ先

髙橋雄彦Dr.のひとくちコラム
　認知症になると、本人はもちろん、自分が認知症と自覚できないことがあります。家族の方が異変に気が
つき『どうしよう』『困った』『どこに相談したらえいろう』と思われることが多いと思います。
　大豊町では、住民課に連絡するといろいろな相談にのってくれます。社会福祉士、保健師、職員
もどうしたらいいかということを一緒に考えてくれます。もちろん私も認知症サポート医として、
症状の診断、治療、必要であれば他院への紹介等をさせてもらっています。
　みんなの協力で、いつまでも大豊町で暮らしていけるような態勢が整ってきています。

認知症の
度合い 認知症境界状態 見守りがあれば

日常生活は自立
日常生活に手助け・
介護が必要 常に介護が必要

様子や
見られる症状

物忘れはありますが、金
銭管理や買い物、書類作
成等を含め、日常生活に
不安はありますが１人で
できます。

薬を飲んだか分らなく
なったり、電話の応対や
訪問者の対応などが１人
では難しくなってきます。

着替えや食事、トイレ等
がうまくできなくなりま
すが声掛けや誘導等の手
助けがあればできます。

日常生活全般に生活のし
づらさがあり、意思疎通
が困難になってきます。

利
用
で
き
る
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
例

相談窓口

社会参加
仲間
づくり

身体的
支援

住まい
支援

権利を守る
（財産・権利・
虐待）

どんなときでも、まずは相談から。認知症の人を支える仕組みやサービスがさまざまです。相談しながらうまく使っていきましょう。

住民課地域包括支援センター班

日常生活自立支援事業（財産管理）

成年後見制度　

老人クラブ

高齢者住宅 養護老人ホーム/軽費老人ホーム（ケアハウス）／有料老人ホーム

介護支援専門員（ケアマネジャー）

通所リハビリ（デイケア）／デイサービス

あったかふれあいセンター事業 デイサービス

グループホーム／特別養護老人ホーム／介護保健施設／介護療養型医療施設

大豊町社会福祉協議会

ホームヘルプサービス

家　族　会

ショートステイ（短期入所）

縦軸は生活に必要な支援や
サービスを分類しています。

　横軸は時間の経過を表しています。左から右にかけて時間が経過します。
　病気の進行については「認知症境界状態」「だれかの見守りがあれば日常生
活は自立」「日常生活に手助け・介助が必要」「常に介護が必要」として示し
ています。 
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お
お
と
よ　

ゆ
と
り
す
と

高
齢
者
虐
待
の
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

高
齢
者
虐
待
と
は
、
高
齢
者
の
心

身
に
深
い
傷
を
負
わ
せ
た
り
、
基
本

的
な
人
権
の
侵
害
や
尊
厳
を
奪
う
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
に
は
次
の
よ
う
な
行

為
が
あ
り
ま
す
。

【
身
体
的
虐
待
】

　
　

叩
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
な
ど
の
暴
力
や
ベ
ッ

ド
に
縛
り
つ
け
る
な
ど
の
身
体
拘
束

【
心
理
的
虐
待
】

　
　

怒
鳴
る
、の
の
し
る
、侮
辱
す
る
な
ど
の
言
葉
の
暴
力

【
性
的
虐
待
】

　
　

合
意
の
な
い
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
性
的
な
行
為

【
介
護
・
世
話
の
放
棄
、
放
任
】 

　
　

必
要
な
食
事
、
入
浴
や
排
せ
つ
な
ど
の
世
話
を
し
な

い
、
必
要
な
治
療
を
受
け
さ
せ
な
い
、
衛
生
状
態
の

悪
い
劣
悪
な
環
境
で
生
活
さ
せ
る

【
経
済
的
虐
待
】

　
　

高
齢
者
の
年
金
や
預
貯
金
な
ど
を
勝
手
に
使
っ
た
り
、

財
産
を
無
断
で
処
分
す
る

　

高
齢
者
虐
待
は
、
身
近
に
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。
早

期
発
見
に
よ
り
、
未
然
に
防
止
し
た
り
重
度
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
場
合
や
、
虐
待
と
思
わ
れ
る
行
為
を
発

見
し
た
と
き
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班

「
も
し
か
し
て
」　

あ
な
た
が
救
う　

小
さ
な
手

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

身
体
的
虐
待　

　

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
ゆ
さ
ぶ
る
、
や

け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る　

な
ど

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

● 

役　
　
　
　

場	

☎ 

72

－

０
４
５
０

● 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー	

☎ 

73

－

０
８
１
１

● 

農
業
セ
ン
タ
ー	

☎ 

73

－

０
９
７
８

電　話

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

今
年
度
も
、
一
部
公
費
負
担
に
よ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

大
豊
町
民
で
、接
種
当
日
に
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

　

①
65
歳
以
上
の
方　

　

②
60
～
64
歳
未
満
の
方
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重

い
病
気
の
あ
る
方（
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
相
当
の
方
）

【
費
用
】
自
己
負
担
金　

１
，０
０
０
円

　

残
り
の
接
種
費
用
は
町
が
負
担
し

ま
す
。
公
費
負
担
で
接
種
で
き
る
の

は
期
間
中
1
回
だ
け
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
対
象
者
で
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
は
、
免
除
証
明
書

の
交
付
を
役
場
健
康
づ
く
り
班
で
受

け
医
療
機
関
に
提
出
す
る
と
、
自
己

負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

　

12
月
末
ま
で
（
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
）

【
接
種
可
能
な
医
療
機
関
】
県
内
委
託
医
療
機
関

※
町
内
で
は
次
の
医
療
機
関
に
な
り
ま
す
。

　

高
橋
医
院　
　
　
　

☎
７
４-

０
２
１
４

　

大
田
口
医
院　
　
　

☎
７
３-

０
３
３
３

　

大
杉
中
央
病
院　
　

☎
７
２-

１
０
０
３

【
接
種
方
法
】

　

接
種
を
受
け
る
際
に
は
事
前
に
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
、

健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
健
康
づ
く
り
班

家
屋
の
取
り
壊
し
を
し
た
と
き

　

課
税
の
基
準
と
な
る
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
に
家
屋

が
存
在
し
て
い
た
場
合
は
、
４
月
か
ら
の
固
定
資
産
税
は

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

滅
失
し
て
い
た
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
賦
課
期
日
の
前
年
以
前
に
滅
失
し
た
家
屋
に
つ

い
て
、
賦
課
期
日
以
降
に
届
出
を
さ
れ
た
場
合
も
確
認
が

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
年
の
課
税
対
象
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
取
り
壊
し

　

法
務
局
で
滅
失
登
記
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
法
務
局

か
ら
税
務
班
に
通
知
が
届
き
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
処
理

し
ま
す
。

　

年
末
の
取
り
壊
し
等
で
法
務
局
へ
の
滅
失
登
記
が
年
を

越
し
て
し
ま
う
場
合
は
年
内
に
税
務
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
登
記
さ
れ
て
い
な
い
建
物
の
取
り
壊
し

　

取
り
壊
し
た
ら
税
務
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
法
務
局
か
ら
の
通
知
及
び
所
有
者
か
ら
の
連
絡
後
に
現

地
確
認
を
行
な
い
ま
す
。

※
家
屋
調
査
済
証
の
返
却
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
税
務
班

家屋調査済証（見本）
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お
お
と
よ　

ゆ
と
り
す
と

性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行

為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の

被
写
体
に
す
る　

な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト　

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え

な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、

重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い　

な
ど

心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別

的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ

る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
た
ら
・
・
・

　

ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
・
・
・

　

子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら
・
・
・

　

あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も
を
守
る
と
と
も
に
、

子
育
て
に
悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な
一

歩
と
な
り
ま
す
。
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　

高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
「
高
知
県
最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、
10
月
18
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
に
よ
り
、
10
月

18
日
以
降
分
と
し
て
労
働
者

に
支
払
う
賃
金
は
、
1
時
間

６
９
３
円
以
上
と
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

高
知
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
８-

８
８
５-

６
０
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　

 

高
知
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
８-

８
８
５-

６
０
３
１

社 会 保 障 ・
税 番 号 マイナンバー制度が開始されました。
マイナンバーとは？
　平成27年10月から、日本国内の全住民に通知される一人ひとり異なる12桁の番号をマイナンバー（個人
番号）といいます。マイナンバーは個人が特定されないように、住所地や生年月日などと関係のない番号が
割り当てられます。

　マイナンバーが通知される「通知カード」は10月中旬～11月中旬を目途に、転送不可の郵便書留で順次郵送
されます。
　この通知カードには、住所、氏名、年齢、生年月日、個人番号が記載されています。
　通知カードは、平成28年1月から交付が開始される「マイナンバーカード」の交付申請をする際に必要となる、
大事なカードです。
　お手元に届きましたら、大事に保管してください。
　また、前述の「マイナンバーカード」を申請するための申請書も、通知カードと一緒に郵送されます。ぜひ、
交付申請のご検討をお願いします。

○マイナンバー制度ってなに？
　マイナンバー制度は、行政を効率化し、住民の利便性を高め、公平かつ公正な社会を実現する社会基盤と
なる制度です。
　住民の利便性の面で例えると、番号利用法で定められた事務の諸手続きをする際に、今までは添付書類と
して、住民票や課税証明書の提出を求められていたものが省略される場合等があります。
○マイナンバー制度に関するお問い合わせ先
　マイナンバーコールセンター：☎ ０５７０－２０－０１７８
　　（全国共通ナビダイヤル）
　大豊町役場住民課保険窓口班：☎ ７２－０４５０

マイナンバー制度Ｑ＆Ａ

◎
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

マイナンバー制度を利用した振り込め詐欺が予想されます！次のようなお電話にはご注意ください！

　このような、お電話を役場からすることはありません！
　不審な電話がかかってきた際には、すぐにご相談ください！
○問い合わせ先：大豊町役場プロジェクト推進室元気集落プロジェクト　☎ ７２－０４５０

・「○○さんですか。大豊町役場の××
です。国が進めているマイナンバー制
度の番号通知カードが届いたと思い
ますが、カードの発行にお金が必要
です。ATMに行って…

・「○○さんですか。大豊町役場の××です。
マイナンバーで庁内のあなたの情報をつな
ぎ合わせたら、過去に税金の未納があるこ
とが分かりました。今なら、未納の履歴が
付く前に処理が可能です。ATMに行って…
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ゆ
と
り
す
と

まちのできごと

第５回岩原灯りの里

　9月19日、岩原夢描田会と高知大学の協同
事業「第5回岩原灯りの里」が行われました。
　毎年楽しみな今年の文字は、５回目を記念し
て「アカリノサト５」でした。
　また、今回初めて花火も打ち上がったほか、
ファイヤーダンスも行われ、参加者は寒いこと
を忘れるくらい、とてもアツい夜でした。
　当日の詳しい様子は、岩原地域のホームペー
ジでも紹介されています。

ご長寿をお祝い！

　9月17日、町長が満年齢99歳以上（9月15
日現在）の方を訪問し、ご長寿を祝い記念品を
贈りました。
　今年度の対象者は11人で、男性の最高齢は
102歳、女性の最高齢は104歳の方でした。
町長と素敵な笑顔でお話される方や、「うれし
い。ありがとう。」と感謝の言葉を返してくだ
さる方など、皆さんの元気なお姿を拝見するこ
とができました。
　いつまでもお元気でお過ごしください。

棚田稲刈り体験ツアー開催！

　10月11日、大豊町穴内地区で、穴内あけぼ
の会主催の棚田稲刈りとイモ掘りの体験ツアー
が行われました。
　午前中は、あけぼの会の皆さんのレクチャー
を受けながら、黄金色に輝く棚田で稲刈りや天
日干しなどの作業を行いました。地元の食材で
作った美味しいランチをいただいた後、午後はイ
モ掘体験を行いました。参加者の皆さんは、畑
で大きく育ったイモが地面から姿を表すたびに
歓声をあげていました。焼きイモを美味しくいた
だいた後、精米された棚田米とイモ、そして秋の
収穫の思い出をお土産に帰路につきました。
　参加者の皆さんありがとうございました！！

第33回高知県少年柔道大豊大会開催

日時：10月4日（日）　
場所：大豊町中学校体育館
結果：（町関係）
　小学２年生女子個人準優勝…桒名美陽
　小学３年生女子個人第３位…秋山苺華
　中学生男子団体優勝：大豊町中学校
　（秋山舞和矢・岡﨑晨・吉川祐斗・秋山稔）
　中学生男子無差別級優勝：秋山稔
　中学生女子無差別級優勝：山中穂乃香

おめでとうございます！！
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お
と
よ　

ゆ
と
り
す
と

育委員会だより教
運
動
会
で
感
じ
た

地
域
の
あ
た
た
か
さ

　

９
月
27
日
に
小
学
校
・
保
育
所
と
の

合
同
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
前
日
の
夜
か
ら
雨
が
降
り

続
き
、
お
お
と
よ
小
学
校
の
運
動
場
に

は
大
き
な
水
た
ま
り
が
何
カ
所
も
で
き

て
い
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
小
学
校
・

保
育
所
の
職
員
が
手
に
ス
ポ
ン
ジ
を

持
っ
て
、
運
動
場
に
し
み
こ
ん
だ
雨
を

吸
い
取
り
ま
し
た
。

　

一
時
間
遅
れ
て
開
催
さ
れ
た
運
動
会
。

午
後
に
は
青
空
が
見
え
、
子
ど
も
達
の

元
気
な
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

大
運
動
会

　
　
　

お
お
と
よ
小
学
校　

六
年　

吉
川
日
奈
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

　

ま
ち
に
ま
っ
た
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。　
　

 

　

今
年
は
、
総
合
練
習
を
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
私
は
、
不
安
で
し
た
。　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

そ
ん
な
思
い
で
学
校
に
行
く
と
、
学
校
の
先
生

や
保
育
の
先
生
、
保
護
者
の
方
が
、
雨
が
ふ
っ
て

地
面
が
ぬ
れ
て
い
た
の
で
、
ス
ポ
ン
ジ
で
、
す
っ

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
手
伝
い
ま
し
た
。 　

  

　

そ
し
て
、
運
動
会
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
で
や
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。　

  　
　
　
　
　
　

   

　

　

私
は
、
『
つ
な
と
っ
た
ど
う
』
と
『
全
校
リ

レ
ー
』
と
『
親
子
競
技
』
と
応
え
ん
合
戦
が
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。
『
つ
な
と
っ
た
ど
う
』
は
、
練

習
の
時
は
負
け
た
け
ど
、
同
点
だ
っ
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　

　

応
え
ん
合
戦
は
、
練
習
中
よ
り
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。
乃
音
ち
ゃ
ん
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
お
も
し

ろ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

 　
　

　

全
校
リ
レ
ー
は
、
私
は
最
後
で
し
っ
か
り
走
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

み
ん
な
の
お
か
げ
で
、
と
て
も
楽
し
い
運
動
会

に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

大豊町中学校　体育祭９月13日
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高知東警察署本山警察庁舎
高齢者交通安全アドバイザー　上池　

☎ ０８８７－７６ー０１１０交通安全ニュース

秋は、松茸を代表
にきのこ類が豊富
に採れる季節です。
旬のきのこは、香
りや味、歯ごたえ

もよく、焼き物や蒸し物、炊き込みご飯などいろいろな料理に利用して楽しみ
ましょう。
◆健康効果を見ると、きのこ類は低エネルギーな上に、豊富に含まれる食物繊
維は、整腸作用のほかに生活習慣病予防に効果があることがわかっています
ので、日々の献立に取り入れたい食材の１つです。
◆今回は、舞茸を使った簡単な減塩メニューを紹介します。練りからしが入ることで、減塩でもおいしく食べる
ことができます。

… 大豊町食生活改善推進協議会（住民課健康づくり班内）問い合わせ先

へ ル

しお コ

ト

ゃ

ス

ー

の

べ

メ

ナり

イ

ー

舞茸･････････････････････ 60ｇ

キャベツ･････････････････ 50ｇ

　  だし汁････････････ 小さじ2 

　  薄口しょうゆ･･････ 小さじ1

A   酢････････････････ 小さじ1

　  みりん････････････ 小さじ1

　  練りからし････････････少々

◎ 舞茸とキャベツの辛し和え
■ 材料（約２人分）

エネルギー …… 21kcal	 脂質 …… 0.3g
たんぱく質 …… 1.7g	 鉄 ……… 0.3mg
カルシウム …… 12mg	 塩分 …… 0.5g

1人分の
栄養量

■ 作り方
①キャベツはゆでてから2～3cm角に切る。

②舞茸は石づきを除き、手でほぐして①の後にさっとゆでてザルにあげ
ておく。

③ボールにAを合わせてから、①と②を混ぜあわせ、器に盛る。

◆

1万人訪問 自転車事故も通報を!

　９月28日（月）に、船戸・黒石・中屋地区の高齢者宅訪
問を実施しました。役場・交通安全母の会・交通指導員の
ご協力のもと、50世帯73人の方に、交通安全「拭くの紙
（福の神）」ということで、トイレットペーパーを配布しな
がら交通事故防止を呼び掛けました。ご協力いただいた
皆さま、ありがとうございました。

　都市部の調査では、自転車事故で通院が必要な
重いケガを負った高齢者のおよそ７割が警察に通
報していないとのこと。
　自動車の事故とは違い、自
転車の場合は通報しなければ
ならないという意識が低いの
かも知れませんが、時間が経
過すると調査にも影響します。
　特に相手がある事故の場合は躊躇せず、警察へ
通報するようにお願いします。

　家族や、周囲の人に心配さ
れ始めたら、「免許返納」を
検討しませんか？
　自主返納をされる際、申請
すると受け取れる「運転経歴
証明書」を提示することにより、県下でさまざま
なサービスを受けることができます。
　詳しいお問い合わせは、本山警察庁舎まで。

そろそろ…『免許返納も視野に』

ご協力ありがとうございました！
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国税に関するご相談について

職場のトラブルでお悩みの方へ

若者の就職支援相談センター

　税務署では、国税に関するご相談のうち、相談内容
が複雑で関係書類等により事実関係を確認する必要が
あるものについては、事前にお電話にてご予約いただ
いた上で、税務署での面接により対応しています。
　面接相談をご希望される場合は、自動音声案内に
従い、「２」番を選択の上、担当職員にご住所・お名
前・相談内容を伝え、相談日時をご予約ください。
　納税者の皆様の待ち時間を少なくし、相談を効率よ
く行うためご予約いただくこととしていますので、ご
理解とご協力をお願いします。
　なお、国税に関する一般的なご相談については、自
動音声案内の「１」番を選択していただければ、国税
局「電話相談センター」の税務相談官がご相談をお受
けします。
問い合わせ・連絡先

　南国税務署　☎ 088-863-3215

　人事労務管理の個別化や雇用形態の変化などに伴い、
個々の労働者と事業主との間で、労働関係についての
紛争が増加しています。高知労働局では、こうした個
別労働紛争に対する援助サービスを無料で提供し、解
決に向けたお手伝いをしています。職場のトラブルで
お困りの方は「総合労働相談コーナー」をご活用くだ
さい。
問い合わせ先
・高知労働局総合労働相談コーナー　☎ 0120-783-722
・高知総合労働相談コーナー（高知労働基準監督署内）

☎ 088-885-6010

美術展覧会開催

自衛隊高等工科学校生徒募集

　第6回四国三郎吉野川源流・利水域交流美術展覧会
が開催されます。皆さんぜひお越しください！
日　時 　11月13日（金）～16日（月）　9:00～18:00
場　所 　大豊町農工センター
問い合わせ先 　大豊町教育委員会　☎ 72-0450

資　　格 	 男子で中卒（見込含）17歳未満の者
受け付け期間 　平成27年11月1日～平成28年1月8日
試験期日 	 1次　平成28年1月28日
	 2次　平成28年2月6日
問い合わせ先
自衛隊高知地方協力本部高知募集案内所

☎ 088-823-2006

　「ジョブカフェこうち」では、若年者（40歳未満）の
就職活動のお手伝いをしています。効果的な就職活動
をするために相談してみませんか。
主なサポートメニュー（無料）	
▼就職相談▼履歴書・職務経歴書の書き方指導▼面
接指導▼職業適性検査▼職業訓練情報の提供▼しご
と体験講習▼就職活動セミナーの実施
※詳しくは、ホームページをご覧ください。
開所時間 　午前10時～午後７時
	 　（年中無休、ただし年末年始は除く)
問い合わせ先
　高知県就職支援相談センター　
　ジョブカフェこうち　☎ 088-802-2025

募
集 イベント情報

安
ら
か
に
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敬
称
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氏　

名

死
亡
日

性
享
年（
満
年
齢
）

住　

所

寺　

石　

壽　

美

9
月
4
日

女

93
歳

東
庵
谷

北　

村　

留　

子

9
月
7
日

女

98
歳

柳　

野

𠮷　

村　
　
　

繁

9
月
7
日

男

86
歳

八　

川

朝　

比　

富　

晴

9
月
17
日

男

87
歳

中　

央

白　

石　

久
米
子

9
月
18
日

女

92
歳

上　

東

鎌　

倉　

清　

幸

9
月
24
日

男

89
歳

高　

須

柿　

本　

安　

好

9
月
27
日

男

91
歳

大
王
上

上　

村　

喜
美
鹿

9
月
27
日

女

87
歳

上
桃
原

健
や
か
に

 

誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す	

敬
称
略
　

氏　

名

誕
生
日

性

保
護
者

住　

所

森　

下　

遊ゆ　

水ず

9
月
14
日
女

森
下　

光

川　

戸

氏　

名

死
亡
日

性

年
齢

住　

所

　

※
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
割
愛
い
た
し
ま
す
。

氏　

名

誕
生
日

性

保
護
者

住　

所

　

※
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
割
愛
い
た
し
ま
す
。

特選
「大田口秋景」
竹内敬訓

知事選に　託す
高知の　ゆめ、未来

　11月15日（日）は高知県知事選挙の投票
日です。
　投票日当日、仕事や用事がある方は、期
日前投票をしましょう！
【期日前投票時間】
　　午前8時30分～午後8時
全投票区

【場所】大豊町農工センター１階会議室
【期間】10月30日（金）～11月14日（土）
第１～７投票区

【場所】大豊町総合ふれいあいセンター
【期間】11月12日（木）～11月13日（金）

問い合わせ先 　大豊町選挙管理委員会
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ゆとりすと カレンダー 11月・12月
11 月　霜月　November

1 日 庵谷御神幸
2 月 町県民税（3期）・国民健康保険税（4期）納付期限

3 火
 文化の日

大豊町民文化祭
ふれあいデイ（ふれあいセンター）10:30～14:30

4 水 犬猫の相談日
5 木
6 金
7 土
8 日 立冬
9 月 秋の全国火災予防運動（15日まで）
10 火
11 水 立川無医地区診療
12 木 すこやか健診（ふれあいセンター）13:00～
13 金
14 土
15 日 高知県知事選挙	 七五三
16 月

17 火 久寿軒無医地区診療　西峰無医地区診療
犬猫の相談日

18 水 あったかふれあいデイサービス
19 木 いくちゃんのはつらつ健康運動教室（農工センター）18:30～20:00
20 金 よちよち（ふれあいセンター）10:00～12:00
21 土
22 日

23 月  勤労感謝の日	
小雪大杉どぶろくまつり（大杉農村広場）

24 火
25 水
26 木
27 金
28 土
29 日

30 月 犬猫の相談日
固定資産税（3期）、国民健康保険税（5期）納付期限

12 月　師走　December
1 火
2 水 人権相談（農工センター）
3 木 小中合同マラソン大会（大杉農村広場）
4 金
5 土
6 日
7 月 立川文化交流会	 大雪

▪日時　11月15日（日）　10:00～12:00

▪会場　高知よさこい咲都合同庁舎９階会議室
　　　　（高知駅北口バスターミナル東隣）

自 衛 官
候 補 生
説 明 会
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再生紙を使用しています

ゆ
と
り
す
と 大杉のどぶろく

秋の収穫祭　　2015

高知県大豊町

平成２７年１１月２３日（月）１０時～１５時
会場：大杉農村広場（大豊町中学校隣）

※飲酒運転にならないように運転手付きで来てください！

じゃんじゃん飲んで楽しんでください！
どぶろく「輝」飲み放題無料

雨
天
決
行

いのしし
　バーベキュー

ゆとりすとパーク
おおとよファミリー大杉

自然薯農家

どぶろく「輝
」

シカ竜田揚げ

故郷の味「こんちん」

鹿まる

燈ので家 立川体験交流の会 しし肉鉄板うどん

しし汁

主催：大杉のどぶろく・秋の収穫祭実行委員会　　協賛：大豊町濁酒協議会
後援：大豊町・大豊町観光開発協会・KUTVテレビ高知・KSSさんさんテレビ・高知新聞社・RKC高知放送
お問い合わせ：大杉のどぶろく秋の収穫祭実行委員会事務局　☎ ０８８７－７２－０５８８

◎交通アクセス
　ＪＲ大杉駅から徒歩15分
　大豊ICから国道32号経由3㎞  5分

第９回全国どぶろく研究大会

濃芳醇の部 最優秀賞受賞
ファミリー大杉　どぶろく「輝」

他にもいろいろあるよ

ゲスト：天王GSバンド

頑
張
っ
て
ま
す

日本一の大杉


